課題文① ４年生以下

숙제

“빨리 가서 숙제해라.” 
불 같이 매서운 어머니의 말씀. 
나는 싫증나고, 어머니는 답답하고. 
내가 실책을 한 수비수라면, 
어머니는 그저 답답한 투수. 
내가 숙제를 마치면, 
“수고했어요. 우리 아들.”
이라고 말하시며 
흐뭇해하시는 어머니.
내가 행복하면,
어머니는 두 배로 행복하다.
어쩌면 어머니는 무엇이든지 
두 배로 느끼시는 분일지도 몰라.
어쩌면 숙제는 나와 어머니의 
입 꼬리를 올려주기도 하고,
머리위에 뿔 하나 얹어주기도 하는
변덕스러운 녀석일지도 몰라.









宿題

「早く宿題しなさい。」
鬼 (おに)のようにきついお母さんのことば。
僕 (ぼく)はいやけがさすし、お母さんは気がかり。
[bookmark: _GoBack]僕 (ぼく)がしくじった野手なら、
お母さんは心配する投手です。
僕が宿題を終わらせると、
「お疲 (つか)れさま、私の息子。」
と言いながら
満足そうなお母さん。
僕 (ぼく)が幸せなら、
お母さんは2倍に幸せです。
ひょっとするとお母さんはどんなことでも
2倍に感じる人なのかもしれない。
ひょっとすると宿題は僕 (ぼく)とお母さんの
顔をほころばせてくれて、
頭の上の角 (つの)１本生 (は)やしてくれる
気まぐれなやつなのかもしれない。
